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１．はじめに 

 耐候性鋼材の無塗装での使用は，ＬＣＣ低減が可能

であるため，近年では耐候性鋼材を使用した橋梁数が

増加傾向にある．耐候性鋼材は，保護性さびが鋼表面

に形成されることで防食性能を発揮するが，使用環境

によっては層状剥離さびが生じ，防食性能が発揮され

ない．さびの生成に影響する因子の 1 つに飛来塩分量

があり，無塗装での耐候性鋼材の使用についての許容

値「0．05mdd 以下」は，50 年後腐食減耗量が概ね 0．

3mm を超えない値とされている

1)

．また，耐候性鋼材の

無塗装での適用に際しては，架設現場の環境条件など

に配慮して使用することが重要であり，その適用性評

価方法の 1つとして現地曝露試験による方法がある． 

 従来の現地曝露試験では腐食減耗量の経年予測式を

決定するために複数年の曝露試験を行う必要があった

が，1年間の曝露データから経年腐食減耗量を計算する

方法が提案されている．しかし，その曝露期間は，開

始時期，終了時期に指標が無く，その影響について検

討されていない． 

 本研究では設置時期が異なる 1 年曝露試験の腐食減

耗量を調査・比較し，設置時期の 1 年曝露試験結果へ

の影響を検討することを目的とする． 

 

２．調査概要 

 本研究では、新潟県西蒲区に位置する橋梁を対象橋

梁とした．本対象橋梁は，3 径間連続 3 主桁Ｉ桁橋であ

り，離岸距離 10km に位置する．対象橋梁の右岸側と左

岸側に腐食減耗量を調査するための曝露試験片と飛来

塩分の捕集器具を取り付けた．曝露試験片と飛来塩分

捕集器具の取り付け状況を，写真-1 に示す． 

(1)飛来塩分量調査 

耐候性鋼材を無塗装で使用する場合，さびの生成は飛 

 

来塩分の影響が大きい．特に日本海側沿岸では，冬季

は季節風の影響により飛来塩分量が高くなる傾向にあ

る．腐食環境調査を行う上で，飛来塩分量は重要な腐

食因子である．本研究では，ドライガーゼ法による調

査方法を採用した． 

(2)腐食減耗量調査 

本研究では，橋梁桁内の鋼表面にワッペン式暴露試

験片を複数個所設置する．曝露前後の重量差より，腐

食減耗量を算出し，各期間における腐食状況を調査・

比較する．この試験方法は，橋梁の様々な部位に直接

試験片を貼りつけることが可能であり，部位毎による

腐食減耗量の相違を明確に評価できるという利点があ

る．曝露期間については，2010 年 11 月に設置した曝

露期間 A と，2011 年 3 月に設置した曝露期間 B の 2

期間とした．期間 A と期間 B ともに曝露期間は１年間

である． 

 

３．調査結果 

(1) 月毎の飛来塩分量の推移 

図-1 に設置期間における両岸の平均飛来塩分量につ

いて示す．飛来塩分量の推移傾向は，夏季は飛来塩分

量が低下し，冬季は飛来塩分量が増加する．曝露期間 A

については設置直後の飛来塩分量が高く，期間が経過
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写真-1 計測器具取り付け状況 
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するにつれて飛来塩分量は減少している．期間 B につ

いては期間 A に比べて設置直後の飛来塩分量は低く，

期間終了にむけて飛来塩分量は増加している． 

(2) 飛来塩分と暴露試験片の腐食量の関係 

 図-2 に 1 年曝露させた試験片の腐食減耗量と年平均

飛来塩分量の関係を示す．いずれも曝露状況の異なる

垂直曝露，水平上向き曝露，水平下向き暴露に分別し

ている．また，図中にはＹ＝αＣ

β

の回帰曲線を併記す

る．設置状況，設置時期ごとに回帰曲線付近に計測値

が集まっており，ある程度の傾向がみられる

2)

．したが

って，設置状況，設置期間ごとに１年平均飛来塩分量

と１年腐食減耗量にはそれぞれＹ＝αＣ

β

の関係があ

ることがわかる．また，期間 A の回帰曲線は，期間 B 

 

 

の回帰曲線の上方にほぼ平行に隣接しており，期間Ｂ

の約 1．6～1．9 倍の腐食量に相当している．これより，

曝露試験において期間 A に曝露した試験片の腐食減耗

量が，期間 B に曝露した試験片の腐食減耗量よりも大

きいことがわかり，試験片の設置時期によって，1 年暴

露腐食減耗量の結果が影響される可能性が考えられる． 

 

４．まとめ 

本研究では，桁内の複数の部位に設置した暴露試験

片の腐食減耗量と飛来塩分量を観測し，暴露試験片の

取り付け時期の異なる 2 つの期間における腐食減耗量

と飛来塩分量の関係を検討した．その結果，同一の観

測地点であっても，腐食減耗量は曝露期間によって異

なる可能性があることが分かった． 今後，継続的に飛

来塩分量と設置時期の異なる暴露試験片の腐食減耗量

の調査を行い，他期間での腐食減耗量についても検討

する予定である．設置期間による曝露試験への影響を

考慮することにより，耐候性鋼材の適切な箇所での使

用へつながると考えられる．  
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図-1 設置期間における飛来塩分量の推移 
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図-2 飛来塩分量と腐食減耗量の関係 

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-298-

 

Ⅰ-149

 


